




































供試培養 IA lIA mB VIA VUA酒A 沼A liIB IB IVB IVC VA VUB lXA XA 
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この方法によって.race IV CとraceVI Aを交雑してできた子のう殻から460の単胞
子培養を得た.
和合型の遺伝 第1表に示したように.race 1 Aとrace1 Bは互に相対した和合型であ
るから race1 Aを和合型 typeM. race 1 Bを和合型 typem とする.この race1 A 
とrace1 Bとを testerとして 282培養の和合型を調べた結果は第2表に示したように，
第 2表 Race IV C x race VI Aから生じた子のう
胞子における和合型の分離状況




Race 1 A (和合型 TypeM) 138 144 282 0.128 .8-.7 
Race 1 B (和合型 Typem) 144 138 282 0.128 .8-7 
138の培養は和合型 typem であれ残切の144は和合型 typeM であった. この結果
は typeM とtypem の割合が1: 1の分離比に適合していることを示している.それゆ
え.race IV CとraceVI Aの和合型は1つの遺伝子によって支配されているといえる.
Race 1 Bに対する結果は例外なしに.race 1 Aの場合の正反対であったから，汚染はな
かったと見てよかろう.
病原性の遺伝 RaceIV Cは改良坊主麦を侵さないが， Heil's Hannaおよびロシヤ 74号
を侵す.これに対し.race VI Aは正反対の病原性を示す. Race IV C x race VI Aか
ら得た4∞の培養をそれぞれ改良坊主麦.Heil's Hannaおよびロシヤ 74号に接種した結
果は第3表の通ちである.すなわち，それぞれの品種に対して病原性を持った培養とそう
第 3表 Race IV C x race VI Aから生じた子のう
胞子における病原性の分離状況
£誌とと 一種特義22 針 Xl P 病原俊あり 解1{住なし. 1: 1として
改良坊主変 202 198 4∞ 0.040 .9-.8 
Heil's Hanna 194 206 400 0.360 .7-.5 
ロ ジヤ 74号 184 216 400 2.560 .2-.1 
でない培養の割合は 1: 1の分離比に適合している. この結果から， それぞれの品種に対
する病原性に関与している遺伝子は，それぞれ1つであるといえる.




x2 Xを侵 Xをな侵 Xを Xをさないさい侵す 侵す 計 1 : 1: 1: 1 P 
x Y Yを侵 Yを Yを侵 Yを として
きない侵すきない侵す
改良坊主麦 Heil's Hanna 103 95 103 99 400 0.440 .95-.9 
改良坊主麦 ロシヤ 74号 123 75 93 109 400 12.840 極少
Heil's Hanna ロヨ〆ヤ 74号 117 89 99 95 400 4.360 .3-.2 
つぎに， 3品種に対する病原性遺伝子相互間の連鎖関係を見ると， 第4表に示したよう
に， 改良坊主麦と Heil'sHannaに対する病原性遺伝子間， および Heil'sHannaとロ
ジヤ 74号に対する病原性遺伝子聞には連鎖は認められない.改良坊主麦とロシヤ 74号に
対する病原性遺伝子の分離状況は1: 1 : 1 : 1の比に適合していない. しかし， もとの親





調査した.結果は第 5表の通りである.すなわち，改良坊主麦， Heil's Hannaおよびロシ
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A一子のう胞子採集状況
B一単胞子試験管培養
写真
c-隔離用枠内で子のう殻形成実験状況
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